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表紙について

　令和８年１月１１日（日曜日）に多くの市民の皆様にご来場いただ
く中、消防出初式を盛大に開催いたしました。
　当日は、消防職団員約１，５００人が一堂に会し、分列行進や消防
演技、消防音楽隊の演奏等を行い、今年一年が平穏な年となるよう祈
願いたしました。



　この年報は、令和7年中及び令和7年度中における、

鹿児島市の消防現勢と業務概要、各種統計を今後の

消防行政の基本資料とするために収録したものです。

　消防・防災関係機関はもとより、多くの方々にご覧い

ただき、本市消防行政についてご理解いただく一助と

なれば幸いです。

令和8年7月

鹿児島市消防局
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         Ⅰ　つながる人・まち

              彩りあふれる

              躍動都市・かごしま



　■位置及び地形

　■気象

　■鹿児島市の生い立ち

町数
面積
(k㎡)

人口
（人）

人口密度
1k㎡当り
（人）

明治22. 4. 1 50 14.03 57,822 4,121  

明治39.11.19 51 14.11 59,784 4,237  

明治44. 9.30 53 15.91 73,085 4,594  

大正 9.10. 1 原良町、永吉町、玉里町 56 16.73 103,180 6,167  

大正13. 7. 1 57 16.73 125,552 7,505  

昭和 9. 2.10 58 16.73 147,090 8,792  

昭和 9. 8. 1 68 78.25 176,900 2,261  

昭和25.10. 1 81 181.54 229,462 1,264  

昭和42. 4.29 91 279.15 385,866 1,382  

平成 7.10. 1 248 289.60 546,282 1,886  

平成12.10. 1 265 289.79 552,098 1,905  

平成16.11. 1 322 546.80 605,308 1,107  

平成17.10. 1 323 546.95 604,367 1,105  

平成22.10. 1 342 547.06 604,959 1,106  

平成27.10. 1 356 547.55 599,814 1,095  

令和 2.10. 1 360 547.58 593,128 1,083  

令和 8. 4. 1 362 547.77 576,783 1,053

〃

〃

現在（推計人口）

〃

第五次編入 吉田町、桜島町、喜入町、松元町、郡山町

国 勢 調 査

〃

第四次編入 旧伊敷村、東桜島村

新 設 合 併 旧鹿児島市、旧谷山市

国 勢 調 査

第三次編入 旧中郡宇村、西武田村、吉野村

市 制 施 行 鹿児島市

埋 立 新 設 洲崎町

第一次編入 草牟田町、武町

第二次編入

墓 地 整 理 南林寺町

分 離 新 設 天保山町

鹿児島市は、九州の南端鹿児島県本土のほぼ中央に位置し、北は姶良市、西は

日置市、南は指宿市などと接している。

市街地は、鹿児島湾に流入している甲突川など7つの中小河川により形成された

小平野部にあり、その周辺は、海抜100ｍから300ｍの丘陵地帯（シラス台地）で

ある。

鹿児島市の過去5年間の気温は最高37.2℃、最低-3.0℃で平均気温は19.6℃であり、日本の中でも

比較的温暖な気候に恵まれている。

年間降水量の約50％は例年6～9月に記録されることが多く、令和7年中の年間降水量は、2,332.5

ミリであった。また、錦江湾を隔てた桜島は日本でも有数な活火山で、爆発の際には火山灰が市街

地に降ることもある。（令和7年爆発回数　172回）

鹿児島市は、薩摩・大隅（鹿児島県）・日向（宮崎県南部）の三国を統治した島津氏の城下町と

して発展してきた。「丸に十の字」の紋に羽振りをきかした島津氏の城下町として、鹿児島市が藩

政の中心となり、南九州の雄都の地位を占めるに至ったのは、第6代島津氏久が東福寺城（現鹿児島

市清水町）を居城にした時と言われる。その後、第18代島津家久が鹿児島城（鶴丸城）を築城、門

割制度と郷中教育など島津氏の治世が続いた。この島津氏の藩政に根ざし、鹿児島市は、着実に繁

栄と進展の歴史をつくりあげ、明治4年廃藩置県とともに県庁の所在地となり同22年4月には市制が

施行された。

戦後は、観光・商工業の発展とともに市域は次第に拡大し、昭和42年4月29日には隣接の谷山市と

合併して人口38万人の新鹿児島市が誕生、昭和55年7月には人口50万人を突破した。その後平成元年

には市制100周年を迎え、平成8年4月中核市に指定され、さらに平成16年11月周辺5町と合併し、政

治・経済・文化等高次な都市機能が集積した南九州の中核都市として発展を続けている。

区　　　分 編入年月日

１ 鹿児島市の概要

２ 市域の変遷
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消防組織法により、 消防本部及び消防署を南林寺町に設置

（本部員6人、署員45人）

昭和24年 2月 消防本部を市庁舎3階に移転、武消防出張所を高麗町に設置

昭和27年 3月 消防本部を山下町に移転設置

昭和32年 7月 消防音楽隊が発足

昭和33年 5月 鹿児島電話局の自動化に伴い、 火災通報が「119番」になる。

昭和35年12月 救急業務を開始

昭和41年 2月 市民防火の日(毎月9日）を制定
昭和42年 4月 旧鹿児島市と谷山市が合併し、新鹿児島市が誕生 　　　　　　　　

谷山市消防署を谷山分遣隊に改称 　　　　　　　　

昭和43年 9月 はしご車(30メートル級) を配備 　　　　　　　　

昭和45年11月 鹿児島市消防署を中央及び南消防署に分割し2署体制となる。

昭和46年10月 鹿児島市消防本部を鹿児島市消防局に改称

昭和47年 4月 救助隊が発足

昭和49年 3月 電話の普及により望楼勤務を廃止

昭和58年 4月 南消防署を南栄五丁目に移転

昭和59年 4月 中央消防署を天保山町に移転

昭和63年 4月 通信指令管制システムのコンピュータ化

昭和63年 7月 自治体消防制度40周年記念式典を挙行(市民文化ホール)

平成元年 3月 国際消防救助隊に加盟

平成 4年 3月 救急救命士養成事業を開始

平成 5年 8月 8・6豪雨災害

平成 5年12月 高規格救急車（1台目）を配備

平成 6年 8月 気象情報及び雨量観測オンラインシステムを運用開始

平成 7年 1月 阪神・淡路大震災に応援隊を派遣

平成 7年 6月 緊急消防援助隊に登録

平成 8年 6月 画像伝送システムの運用を開始

平成 9年 5月 鹿児島市消防活動支援ＯＢ隊が発足

平成 9年 7月 出水市針原地区土石流災害に応援隊を派遣

平成10年 8月 自治体消防制度50周年記念式典を挙行（鹿児島アリーナ）

平成11年 1月 桜島町の消防事務受託に関して規約を締結

平成11年 4月 女性消防吏員を採用（2人）

平成11年 9月 台湾地震災害へ国際消防救助隊員を派遣

平成13年 1月 消防局庁舎を山下町15番1号に新築移転

新消防緊急通信指令システムの運用を開始

支援情報システムの運用を開始

桜島町の消防事務受託を開始

平成13年 4月 鹿児島市消防総合訓練研修センターを新栄町に新設

鹿児島市防災情報システムの運用を開始

平成14年 4月 西消防署を城西二丁目に新設(3署体制)

平成16年11月 隣接の吉田町、桜島町、喜入町、松元町、郡山町と合併、

新生鹿児島市が発足

平成18年 4月 新生鹿児島市の拠点整備完了(21本署・分遣隊体制)

平成19年 2月 高度救助隊発足

平成20年 8月 自治体消防制度60周年記念式典を挙行(市民文化ホール)

平成21年 4月 情報管理課を新設

平成23年 3月 東日本大震災に緊急消防援助隊を派遣

平成26年10月 ドクターカーの運用を開始（高度救急隊発足）

平成27年 4月 消防救急デジタル無線の運用を開始

平成27年10月 すべての救急車の高規格化完了

平成27年11月 都市型捜索救助活動訓練施設を南消防署に新設

平成28年 3月

平成28年 4月 熊本地震に緊急消防援助隊を派遣

平成30年 8月 自治体消防制度70周年記念式典を挙行(市民文化ホール)

令和 2年 7月 令和2年7月豪雨に緊急消防援助隊を派遣

令和 3年 4月 救急課を新設

昭和23年 8月

消防緊急通信指令システムの更新に併せ、通信指令センターの運用を開始

３ 鹿児島市消防局の沿革

昭和33年当時の出動風景

望楼勤務の様子

（昭和49年迄実施）

平成5年 8・6豪雨災害

出水市針原地区への派遣

消防総合訓練研修センター

都市型捜索救助活動訓練施設
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◆災害対応力の強化

◆消防団を中核とする地域防災力の強化

◆救急救命体制の強化

火災予防対策の推進 ◆防火安全対策の推進

　　5　命を守る危機管理・防災力の向上

　　Ⅲ　質の高い消防力の強化

大規模災害等対策の推進

救急需要対策の推進

　　4　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち

　

【消防局関係施策の体系】

　消防活動及び救急救命の体制を強化するほか、火災予防対策を推進します。

　鹿児島市の総合計画は、本市の将来像と長期的なまちづくりの基本目標を明らかにし、その実現
に向けた施策の基本的方向や体系を示した上で、市民と行政がともに考えともに行動する協働・連
携のまちづくりを進めていくための計画で基本構想、基本計画、実施計画から構成されます。

基本構想に基づく市政の基本的な計画

であり、基本目標を踏まえた施策の基

本的方向及び施策の体系を示すもの
【期間】前期5年間（令和4年度～令和8年度）

後期5年間（令和9年度～令和13年度）

基本計画に基づく財源の裏付けを

伴う市政の具体的な計画であり、

施策を実現する事業を示すもの

【期間】：第1期～第4期（各3年間）

基本構想

本市のまちづくりの最高理念であり、

都市像及び基本目標を示すもの
【期間】10年間（令和4年度～令和13年度）

基本計画

実施計画

＜都市像＞

「つながる人・まち

彩りあふれる

躍動都市・かごしま」

＜基本目標＞

1 信頼とやさしさのある 共創のまち

2 自然と都市が調和した うるおいのあるまち

3 魅力にあふれ人が集う 活力あるまち

4 自分らしく健やかに暮らせる 安心安全なまち

5 豊かな個性を育み未来を拓く 誇りあるまち

6 質の高い暮らしを支える 快適なまち

４ 第六次鹿児島市総合計画
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面　　積 人　　　口 世　　　帯 気　　　象
547.77ｋ㎡ 576,783人 286,978世帯 年平均気温19.5℃

年平均湿度73％

（7年中）

消防予算 署・所 職　員　数 団　員　数
67億125万4千円 1 本 部 3署 18 分 遣 隊 定　数　546人 定員　1,771人

（8年度） 1救急ステーション 現員数　543人 実員　1,495人

ポンプ車等(常備) 特殊車両等 救　急　車 水　利
　ポンプ車　 　　 4台 はしご車3台、屈折式はしご車1台 ドクターカー 　1台   消火栓     6,738基

　水槽付ポンプ車 17台 大型化学高所放水車1台、支援車1台 高規格救急車  17台   防火水槽     924基

　非常用　　　　　5台 化 学 車 1 台 、 泡 原 液 搬 送 車 2 台 非常用         6台

救 助 工 作 車 3 台 、 水 槽 車 1 台

資機材搬送車2台、無線中継車1台

大容量送水車1台、大型放水砲車1台

  火災件数　　　123件  
火災原因

緊急通報受理件数 １位　電気関係　　　　 22件 救　急 救　助
52,572件 ２位　こんろ　　　　　 16件 出場件数　38,079件 出動件数　180件

３位　たき火　　　　　 12件 搬送人員　34,099人 救助人員　164人

防火対象物数 危険物数 建築同意数 自主防火組織数
18,318件 製造所　　　6件 363件 自衛防火防災協会　　416事業所

（うち消防法8条4,783件） 貯蔵所　　721件 防火協力会　　　687防火協力会

取扱所　　365件

火 災

面積・人口等

自 然 環 境

消 防 予 算

構 成 ・ 人 員

緊 急 通 報

車両・水利

（令8.4.1）

救 急

救 助

（7年中）

予 防

５ 一目統計
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   Ⅱ　自分らしく健やかに暮らせる

　　　　安心安全なまち



吉田

タ 救 ミ

吉野
タ タ 救 ミ 非

上町

タ 救 ミ

名山

ポ ミ

南林寺

ポ 救 ミ 梯 援

桜島西

タ 救 災

桜島東

タ 救 災

郡山

タ 救 ミ

松元

タ 救 ミ

伊敷

タ 救 ミ

明和

タ タ ミ

田上

タ ミ

西消防署西本署

タ 工 救 ミ 指 梯

二 二 非

喜入

ポ タ 救 ミ

泡 大 非

南消防署南本署

タ タ 工 救 ミ 指 梯

泡 化 二 二 送 放 非

谷山北

タ 救 ミ 非

郡元

タ 救 ミ 資 水 支

脇田

タ タ ミ 援

谷山

タ 救 ミ

甲南

ポ 救 ミ 非

１ 署所の配置

市立病院

救急ステーション

ド

凡 例

タ 水槽付消防ポンプ自動車（タンク車）

工 救助工作車

救 高規格救急自動車

                              消防本部　　　　　　        

                              市立病院救急ステーション

                              消防署（中央　　　西　　　南　　　）

                              分遣隊（中央　　　西　　　南　　　)

ポ 消防ポンプ自動車

災 防災車

指 指揮車

ド ドクターカー

ミ ミニ消防車

化 化学消防自動車

資 資機材搬送車

梯 はしご付消防ポンプ自動車

泡 泡原液搬送車

非 非常用救急車

支 支援車

大 大型化学高所放水車

水 水槽車

作 作業車

送 大容量送水車

放 大型放水砲車

二 災害用二輪車

援 救援車

中央消防署中央本署

タ 工 救 ミ 指 梯
作 二 二
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【消防本部】 【市立病院内】

消防本部 救急ステーション
(山下町15番1号) (上荒田町37番1号)

・総務課・警防課・救急課
・情報管理課・予防課
（通信指令センター含む）

・ドクターカー

中央本署 南林寺分遣隊 名山分遣隊
(天保山町1番38号) (南林寺町1番3号) (易居町1番26号)

・タンク車1・救助工作車1・救急車1
・ミニ車1・指揮車1・はしご車1
・作業車1・災害用二輪車2

・ポンプ車1・救急車1・ミニ車1
・はしご車1・救援車1

・ポンプ車1・ミニ車1

上町分遣隊 吉野分遣隊 吉田分遣隊
(清水町7番5号) (吉野一丁目4番10号) (本名町838番地1)

・タンク車1・救急車1・ミニ車1 ・タンク車2・救急車1・ミニ車1
・非常用救急車1

・タンク車1・救急車1・ミニ車1

甲南分遣隊 桜島東分遣隊 桜島西分遣隊
(上荒田町16番1号) (東桜島町863番地1) (桜島藤野町1439番地)

・ポンプ車1・救急車1・ミニ車1
・非常用救急車1

・タンク車1・救急車1・防災車1 ・タンク車1・救急車1・防災車1

　鹿児島市消防局の庁舎所在地
及び保有車両を紹介します。

　
〔内訳〕
　本　部　　　　　　 　1
　署　　　　　　 　　　3
　分遣隊　　　　 　　 18
　救急ステーション 　　1

【中央消防署】

２ 消防庁舎
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【西消防署】
西本署 伊敷分遣隊 明和分遣隊

(城西二丁目1番1号) (伊敷五丁目12番20号) (明和一丁目27番1号)

・タンク車1・救助工作車1
・救急車1・ミニ車1
・指揮車1・はしご車1
・災害用二輪車2・非常用救急車1

・タンク車1・救急車1・ミニ車1 ・タンク車2・ミニ車1

田上分遣隊 松元分遣隊 郡山分遣隊
(田上一丁目21番17号) (上谷口町1481番地1) (郡山町1413番地)

・タンク車1・ミニ車1 ・タンク車1・救急車1・ミニ車1 ・タンク車1・救急車1・ミニ車1

【南消防署】

南本署 谷山分遣隊 谷山北分遣隊
(南栄五丁目1番地3) (上福元町5855番地2) (山田町592番地1)

・タンク車2・救助工作車1・救急車1・ミニ車1
・指揮車1・屈折式はしご車1・泡原液搬送車1
・化学車1・災害用二輪車2・大容量送水車1
・大型放水砲車1・非常用救急車1

・タンク車1・救急車1・ミニ車1 ・タンク車1・救急車1・ミニ車1
・非常用救急車1

脇田分遣隊 郡元分遣隊 喜入分遣隊
(宇宿二丁目16番20号) (新栄町22番30号) (喜入町7005番地)

・タンク車2・ミニ車1
・救援車1

・タンク車1・救急車1・ミニ車1
・資機材搬送車1・水槽車1
・支援車1

・ポンプ車1・タンク車1・救急車1
・ミニ車1・泡原液搬送車1
・大型化学高所放水車1
・非常用救急車1
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令和8年4月1日現在

区分 所属

高 度 救 急 隊 （救急）

中 央 本 署 （救急）

南林寺分遣隊 （救急）

名 山 分 遣 隊

上 町 分 遣 隊 （救急）

吉 野 分 遣 隊 （救急）

吉 田 分 遣 隊 （救急）

甲 南 分 遣 隊 （救急）

桜島東分遣隊 （救急）

桜島西分遣隊 （救急）

西 本 署 （救急）

伊 敷 分 遣 隊 （救急）

明 和 分 遣 隊

田 上 分 遣 隊

松 元 分 遣 隊 （救急）

郡 山 分 遣 隊 （救急）

南 本 署 （救急）

谷 山 分 遣 隊 （救急）

谷山北分遣隊 （救急）

脇 田 分 遣 隊

郡 元 分 遣 隊 （救急）

喜 入 分 遣 隊 （救急）

※（救急）は救急隊を配置している課・隊

西 消 防 署

南 消 防 署

警 防 第 二 係 火災その他の災害の警戒防ぎょに関すること。

予 防 指 導 係 火災予防及び予防査察に関すること。

中央消防署

火災予防及び予防査察に関すること。

建築調査及び建築審査に関すること。

消防用設備等に係る指導及び検査に関すること。

危険物施設の予防査察に関すること。

火災及びその他の災害警戒防ぎょに関すること。

救急救助業務に関すること。

建 築 係

建築同意事務に関すること。

建築調査及び建築審査に関すること。

消防用設備等に係る指導及び検査に関すること。

消

防

署

各 署 共 通

庶 務 係 職員の服務及び研修に関すること。

警 防 第 一 係 火災その他の災害等の警備計画の樹立及び実施に関すること。

予 防 課

予 防 係

火災予防の企画及び広報に関すること。

火災予防査察に関すること。

自主防火組織の育成指導及び連絡調整に関すること。

消

防

本

部

危 険 物 係

危険物施設の許認可及び検査並びに指導に関すること。

危険物施設の予防査察に関すること。

自主防火組織の育成指導及び連絡調整に関すること。

調 査 係
火災原因及び火災損害の調査に関すること。

火災統計及び報告に関すること。

情報管理課
通 信 指 令 第 一 係 消防通信の運用及び統制に関すること。

通 信 指 令 第 二 係 災害通報の受報及び出動指令に関すること。

救 急 課
-

救急業務に関すること。

救急統計及び報告に関すること。

ドクターカー・ドクターヘリに関すること。

企 画 係

組織、機構その他の企画調整に関すること。

消防局所管行政の総合調整に関すること。

報道機関及び本市広報機関との連絡調整に関すること。

警 防 課

警 防 係

火災その他の災害等の消防計画及び警戒防ぎょに関すること。

救助業務に関すること。

火災以外の災害の統計に関すること。

消 防 団 係

総 務 課

消防団員の階級、任免、分限及び懲戒に関すること。

消防団員の教養及び訓練に関すること。

消防団の消防自動車等の管理業務に関すること。

物品の購入、出納、保管及び処分に関すること。

消防自動車等の管理業務に関すること。

人 事 研 修 係

職員の配置に関すること。

職員の職階、任免、分限及び懲戒に関すること。

職員の教養研修の総括に関すること。

庶 務 係

予算経理に関すること。

本署・隊・係 主な事務分掌

煙火の消費の許可に係る事務に関すること。

自主防火組織の育成指導及び連絡調整に関すること。

消防広報に関すること。

消防機械器具の整備及び保存に関すること。

消防団員の訓練に関すること。

消防水利及び地理に関すること。

火災以外の災害調査に関すること。

火災原因及び損害の調査に関すること。

火災その他の災害等の警備計画の樹立及び実施に関すること。

鹿児島市長

消防局長

３ 消防局の組織

消防局次長
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   予算の推移 

年　度
消防費

当初予算額（千円）
一般会計予算に

占める割合（％）

令和3年度 5,975,412 2.2

令和4年度 6,097,434 2.3

令和5年度 6,029,270 2.2

令和6年度 6,822,300 2.4

令和7年度 6,329,647 2.1

 

　

■資機材・装備安全高性能化事業 ■消防車両等高性能化事業

　

　複雑多様化する災害や事故に対応するために必要
な資機材、装備を安全・高性能化を図りました。

■救急救命士養成・研修及び

　消防活動体制の充実を図るため、水槽付ポンプ自
動車等を更新しました。

　大規模災害に備え、資機材等の管理施設や自家給
油施設など緊急消防援助隊活動拠点施設の整備に向
けた実施設計を行いました。

[イメージ]

　救急業務の高度化及び救急需要の増加に的確に対
応するため、救急救命士及び救急資格者の計画的な
養成を行いました。

　メディカルコントロール体制の推進事業

一般会計
当初予算額（千円）

266,153,999

278,871,999

282,523,999

268,020,999

 １ 予算の概要

令和7年度当初予算額は、63億2,964万7千円で、令和6年度と比べ、4億9,265万3千円、7.2%の減となり

ました。

主な事業内容は、災害対応力の強化のため、消防総合訓練研修センターに緊急消防援助隊の活動拠点

として、資機材や車両を保管・格納するための施設や、自家給油施設の整備にかかる実施設計を進める

とともに、消防車両や防火衣を更新し、資機材や装備の安全高性能化を進め消防活動体制の充実を図り

ました。

また、救急業務の高度化や増加する救急需要に対応するため、救急救命士や救急資格者の養成強化を

行いました。

295,356,000

 ２ 主な事業 

■緊急消防援助隊活動拠点施設整備事業

４ 令和７年度予算と主な事業
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Ⅲ　鹿児島市の消防力



 １ 職員の年齢構成等 

 １ 教育訓練の内容 

人数

1

1

1

5

33

6

2

39

職場内
研修

研修項目

専門研修受講者によるフィードバック研修

昇任予定者研修

基本研修（一般職員・監督者・管理職）

総務関係実務研修

警防・救急・情報管理関係実務研修

予防関係実務研修

　消防局では、約57万人の鹿児島市民の生命・身体・財産を火災などの災害から守るた
め、543人の消防職員を1本部3署18分遣隊1救急ステーションに配置しています。

  市民の信頼と期待に応える消防職員を育成するため、「鹿児島市消防局人材育成基本方
針」に基づき、各種職場内研修を計画的に実施しているほか、より専門的な知識、技能を
習得するため、消防大学校や県消防学校などの職場外研修に職員を派遣しています。

職場外
研修

研修機関

外部機関
への派遣

総務省消防庁消防大学校助教授

鹿児島県消防学校教官

鹿児島県防災航空センター

専門研修

総務省消防庁消防大学校

鹿児島県消防学校

救急救命研修所

国際消防救助隊員研修

鹿児島県自治研修センター

1 5
26

48

110
131 132

88

2
0

50

100

150

200

消防職員階級別人員構成

19

75
59 62

98

62 69
53

40

6
0

50

100

150

20歳以下 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

消防職員の年齢別人員構成

平均年齢38.6歳

１ 職員

２ 教養

令和8年4月1日現在（単位：人）

令和8年4月1日現在（単位：人）
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 １　消防車両の概要 

　油圧駆動式のはしごを伸梯
し、高層建物火災等で消火及び
救助活動を行います。（40ｍ
級、35ｍ級、15ｍ級を保有）

　屈折可能なはしごを伸梯し、
中高層建物火災等で消火及び救
助活動を行います。
（26ｍ級を保有）

　化学車の機能を併せ持つ車両
で、石油コンビナート火災等に
おいて、高所から化学泡による
消火を行うことが可能です。

はしご車 屈折式はしご車 大型化学高所放水車

　1,500ℓ～2,200ℓの水槽を積載
し、水利確保が困難な現場にお
いても有効な消火活動を行いま
す。

　小型の消防車で、市街地など
密集した地域の消防活動に有効
な消防車です。

　運搬可能な小型動力ポンプを
積載し、河川等の水を吸水・送
水するのに有効で、消防団に配
置しています。

　火災や交通事故等の現場で隊
員を指揮する指揮者が乗車し、
現場指揮所を設置するために必
要な資機材を積載しています。

　大規模災害時に緊急消防援助
隊として出動し、鹿児島県の隊
員を指揮するとともに情報収集
を行います。

　大規模災害時において、活動
が長期間となる場合に、隊員が
食事や休憩等に活用する拠点と
なります。

水槽付消防ポンプ自動車 消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ積載車

　火災や救急及び各種災害から市民を守るための消防車両等を、令和8年4月1日現在で

199台保有しています。

　【内訳】消防署等：115台、消防団：84台

指揮車 鹿児島県指揮隊車 支援車

３ 消防車両

-11-



　大規模災害時等に建物倒壊現
場や狭い道路の地域へ先行出動
し、情報収集等を行います。

　救急救命士が乗車し、高度救
急資機材を活用して、救命・救
急活動を行う車両で、防振ベッ
ドを搭載する等の工夫が施され
ています。

　医師・看護師・救急救命士が
乗車し、医療行為や高度救命処
置を行う車両で、鹿児島市立病
院に配置しています。

　狭い道路の地域等へ出動し、
小型動力ポンプ等を活用し消火
活動を行います。

　火災の原因・損害調査及び記
録保存を行うため、各調査・記
録資機材を積載しています。

　桜島地区に配置しており、桜
島爆発時等、住民への広報や避
難時の搬送手段として使用しま
す。

災害用二輪車（赤バイ） 高規格救急自動車 ドクターカー（高度救急隊）

ミニ消防車 火災原因調査車 防災車

　各種救助資機材や油圧ウイン
チなどを装備し、火災・交通事
故などあらゆる人命救助活動に
対応します。

　車載型積載アンテナを装備
し、現場での無線通信などの機
能を強化することができます。

　クレーンを装備し、コンテナ
や船外機付き救命ボートなどを
災害現場へ搬送します。

　石油コンビナート等の危険物
火災に対応できるよう、水及び
消火薬液を積載し、化学泡によ
る消火を行います。

　消火薬液（原液）を積載して
おり、石油コンビナート等の危
険物火災現場に消火薬液を搬送
します。

　10,000ℓの水タンクを積載し、
水利確保が困難な場合等に出動
し、先着車へ水を供給するなど
消火活動の補助を行います。

救助工作車 無線中継車 資機材搬送車

化学消防自動車 泡原液搬送車 水槽車
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車　名 艤装等

日野 WERM

日野 WERM

トヨタ

トヨタ

携帯型（ヘリテレ用） 5Ｗ 1

合　計 580

基地局 10Ｗ、20Ｗ 6

車載型 5W、10Ｗ 190

防災相互波無線機 5Ｗ 10

1Ｗ 296

小　計 383

携帯型無線機 5Ｗ 52

署活動用無線機

可搬型無線機 5Ｗ 22

卓上型無線機 5Ｗ 3

合　　　　計 車両４台

無線機名称 空中線電力 数　量

高規格救急自動車

甲南分遣隊 寄贈 川添壽久・スミ子号

谷山分遣隊 寄贈 鹿児島トヨタ号

水槽付消防ポンプ自動車

吉野分遣隊 56,100,000

郡山分遣隊 56,100,000

種　類 配置先 購入価格（税込） 備　考

救援車 大容量送水車 大型放水砲車

　大規模災害発生時、隊員搬送
や軽傷者搬送等を行う車両で
す。

　水中ポンプで海水等を取水
し、1,000ｍ先でも毎分4,000ℓ
の送水が可能な車両で、石油コ
ンビナート火災等に対応しま
す。

　大口径のホースを1,000ｍ分
積載し、走行しながらホース延
長をする車両です。また、放水
砲を搭載し、100ｍ先の火点に
毎分8,000ℓの放水が可能です。

 ２　令和７年度の車両更新実績
（単位：円）

４ 消防救急無線
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Ⅳ　鹿児島市の消防体制




